
工学研究科 
（直接応募）公益財団法人 千本財団 

2026 年度春季奨学生の募集 
2025.10.31  

 
申請時、及び採用時には工学部・工学研究科国際交流係までご連絡ください。 
 
１． 応募資格・・・以下のすべてに該当すること。 

１） 下記地域からの留学生で（在留資格：留学）、2026年 4 月に学部１～３
年に在籍、又は修士課程に進学見込の者 
ラオス、カンボジア、ミャンマー、インドネシア、ベトナム、 
フィリピン、タイ、マレーシア、アメリカ合衆国 

２）1997 年以降に生まれた者（2026年 3 月 31 日時点で 29 歳未満の者） 
３）経済的な理由で留学費用の全額支弁が困難である者 

 
２． 奨学金の概要 

１）給付額  月額 12 万円 
２）給付期間  2026年 4 月～2027年 3 月（1 年間） 

 
３．出願期間  2025年 10 月 6日（月）～12 月 8 日（月） 
 
応募詳細及び申請書類は下記財団ホームページからご確認ください。 
 
【財団ホームページ】 
 

https://semmoto.or.jp/scholarship-system 



2026年春季採用

▼出願受付期間▼
2025年10月6日(月)～2025年12月8日(月)

＊学生本人から直接出願していただきます＊

奨学生の募集

返還不要

【 奨学金】月額12万円

【給付期間】1.5年間または2年間
（2025年10月入学の方、2026年4月～2028年9月）
（2026年4月入学の方、2026年4月～2028年3月）

【対象学年】2025年10月入学の修士課程1年生、
2026 年4月に修士課程に入学見込の方

【   定 員 】5名

【対象国籍】ラオス、カンボジア、ミャンマー
インドネシア、ベトナム、フィリピン
タイ、マレーシア、アメリカ
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１．募集の概要

公益財団法人 千本財団はアジア太平洋各国において、経済的に困窮する優秀な若者に対し、日本
国内の大学における勉学・研究の為の財政的援助を行い、将来各国のリーダーとなる人材を養成
すると共に、日本とアジア太平洋各国の相互理解の深化に貢献することを目的に設立されました。
これらの目的を達成するために、アジア太平洋各国からの私費留学生に対して、返済義務のない
奨学金を給付しております。

当財団では特に、起業家精神と社会貢献意欲を持ち合わせ、
将来母国と日本の懸け橋になる人材を求めております。

２．出願資格

（１）国籍とビザ
現在、勉学のための在留資格「留学」で日本に在留している者で下記の国籍の者

（２）在籍状況
出願時時点で下記2つのいずれかの条件を満たすこと
①2025年10月に下記の指定大学院の修士課程に進学した者
②2026年4月から下記の指定大学院の修士課程に進学見込の者

【指定大学・大学院】
大阪大学、お茶の水女子大学、九州大学、京都大学、慶應義塾大学、神戸大学、
国際教養大学、国際基督教大学、上智大学、筑波大学、東京大学、
東京科学大学、東京芸術大学、東京理科大学、
東北大学、名古屋大学、奈良女子大学、一橋大学、北海道大学、横浜国立大学、
横浜市立大学、早稲田大学

（３）学業・健康
学業優秀の他、異文化理解、コミュニケーション能力に対する関心を持ち、また目標に

           向かって真摯に努力する姿勢を兼ね備え、心身ともに留学生活に耐えうる健全な者。

（４）経済状況
経済的な理由で留学費用の全額支弁が困難である者

（５）年齢

1997年4月1日以降に生まれた者(2026年3月31日時点で29歳未満の者)

ラオス人民民主共和国 カンボジア王国 ミャンマー連邦共和国

インドネシア共和国 ベトナム社会主義共和国 フィリピン共和国

タイ王国 マレーシア アメリカ合衆国
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４．奨学金の概要

（１）給付額
月額12万円 ＊返還の義務はありません。

（２）給付期間
2025年10月入学生：2026年4月～2027年9月（1.5年間）

           2026年4月入学生：2026年4月～2028年3月(2年間）

（３）給付方法
原則として、毎月1カ月分を奨学生本人の口座に毎月10日に振り込みます。
＊10日が休日(土・日)及び祝日の場合は、直前の平日に振り込みます。

（４）奨学生の義務
①財団行事への参加(年１～２回程度)
②奨学生レポートの提出(２か月に１度)
③広報活動への協力(広報資料への氏名、学校名、顔写真、奨学生レポートの掲載)
④成績証明書等の提出(半年に１度)
⑤必要な届け出の提出
奨学生は次の事が生じた場合、必ず当財団に報告し届け出を提出してください。

▼異動届
・休学、留年、停学、転学又は退学の場合
・奨学金を辞退する場合
・転居、改氏名等、身上に変更があった場合
・奨学生の世帯主(扶養者)又は緊急連絡先に変更(死亡、転居、改氏名等)があった場合
・在留資格が「留学」でなくなった場合
▼アルバイト届

アルバイトを新たに開始/変更/中断した場合
▼出国届
日本から一時出国する場合

▼その他重要事項に変更が生じた場合
⑧日本の法律と所属校の学則の遵守

３．募集人数

最大5名
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５．応募から奨学金の受給まで

奨学金応募には、①出願書類の郵送と②課題エッセイのWeb提出の両方が必要です。
いずれか一方だけでは受付できませんので、必ず郵送とWeb提出の２つの手続きを完了させ
てください。

❶ 出願期間 2025年10月6日(月)～2025年12月8日(月)

❷ 一次審査(書類審査)

＊＊＊必ず、郵送とWeb提出の両方の手続きを行ってください＊＊＊

❸ 一次審査の結果通知

❹ 二次審査(財団本部にて面接実施)

❺ 二次審査の結果通知

❻ 奨学金の受給開始 2026年4月より

出願書類を審査し、原則9名以内を一次審査の合格者とします。
選考結果は、2025年12月26日（金）までに出願者本人に直接通知します。一次選考合格者
については二次選考（面接）の試験時間および会場案内を合格通知とともに送付します。

2026年1月25日(日)14:00～17:00にグループ面接を行います。面接は日本語または英語で、
書類出願した言語で行います。なお、財団本部(東京都渋谷区渋谷2丁目21-1 渋谷ヒカリエ
32Ｆ)より片道100km以上の地域にお住いの方については往復の交通費を支給します。詳し
くは、一次審査に合格された方で該当する方のみにご案内致します。

二次審査の選考結果は2026年2月13日(金)までに出願者本人に対して直接通知致します。
合格者は2026年2月27日(金)までに本奨学金を受給するかの回答と連絡先などの登録を行っ
てください。

出願書類の郵送
課題エッセイの

Web提出



当財団ホームページ、https://semmoto.or.jp/scholarship-systemに掲載のリンクにアクセスして
提出してください。

【受付期間】
2025年10月6日(月)午前9:00から2025年12月8日(月)午後4:00まで

【お問い合わせ先】
公益財団法人 千本財団 担当：赤城 恵理子
Tel:  03-6820-4673

４

６．出願の手引き

❶ 出願書類を郵送する

❷ 課題エッセイをWeb提出する

【注意】必ず、郵送とWeb提出の両方の手続きを行ってください。

下記の表に従って書類を準備・同封し、出願者本人が下記の住所に直接郵送してください。
なお、奨学生出願書の書式はhttps://semmoto.or.jp/scholarship-systemからダウンロードして
準備してください。大学や日本語学校を通さず、出願者本人の郵送になります。

【郵送先】
〒150-8510 東京都渋谷区渋谷2-21-1 渋谷ヒカリエ32階
公益財団法人千本財団 奨学生応募係

【応募締切】
2025年12月8日(月)当日消印有効

書類の種類 翌4月から修士課程
へ進学見込みの者

修士課程1年生

①出願書（様式A）
＊ダウンロードして印刷、顔
写真(4.0 ㎝×3.0 ㎝)を添付、
要直筆署名

〇 〇

②在学証明書 〇（大学または日本
語学校）

〇

③成績証明書
＊発行から1か月以内、要厳封

〇（大学または日本
語学校）

〇

④在留カードのコ
ピー表裏

〇 〇

⑤指定22大学院の
合格証明書のコピー

△
合格している場合、要提出

×

⑥指導教員の推薦状
（様式B）

〇（大学または日本
語学校）

〇
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７．個人情報の取り扱いについて

本財団において奨学生選考業務を行うにあたり、「個人情報の保護に関する法律」や個人情報保
護ガイドライン(個人情報保護委員会)などの諸法令に基づき、「公益財団法人千本財団 個人情報
取扱規程」を定め、個人情報の適正な取り扱いを行っております。

（１）個人情報の利用目的について
本財団は、取得した個人情報の利用は、以下に示す利用目的の範囲内で取り扱います。

①奨学生の募集および選考
②奨学金の給付
③同窓会の運営
④その他、この法人の目的を達成すること

（２）個人情報の利用について
本財団が取得した個人情報を利用目的の範囲を超えて第三者へ提供する場合は、あらかじめ利用
目的を公表、又は通知し、ご本人の同意を得たうえで実施します。なお、次に掲げる事項の場合
は、ご本人に同意を得ずに提供することがあります。

①法令等に基づく場合。
②本人又は公衆の生命、健康及び財産等の重大な利益を保護するために必要な場合
③個人情報を統計（多数の個人情報を集約）し、本人を特定できない形式でその統計表を第三者
に提供する場合

（３）保有個人情報の廃棄について
本財団に出願後不合格となった者の出願書類については、速やかに廃棄します。出願書類の返却
は行いません。

（４）個人情報の取り扱いに関する問い合わせ窓口について
本財団の個人情報の取扱等に関する問い合わせ先は以下の通りです

公益財団法人千本財団 事務局
〒150-8510 東京都渋谷区渋谷2-21-1 渋谷ヒカリエ32階
Tel: 03-6820-4673



私の留学から半世紀が経過し、世界は想像もしない変化をしつつあります。しかし、グロー
バル化と多様化が混然と進む現在においてこそ、世界の人々に支えられて発展を遂げた日本が、
人類の共通の価値観であるべき愛と寛容の精神に基づき、世界を担う人材の育成に貢献すべき
であると私は考えます。その結果として、アジアの若者が、我が国の文化の根源である和と懐
の深さについて理解を深めてくれたらこれにまさる喜びはありません。

私は、この理念を実現すべく、とりわけ経済的な理由で高度教育を受ける機会が少なく、我
が国と関係の深いアジア太平洋各国の若者を対象に、返還義務のない奨学金を支給することを
目的とした「千本財団」（英名：Frances & Sachio Semmoto Foundation）を設立致しました。

代表理事 千本 倖生

■代表理事挨拶

日本は、先の大戦や3.11東日本大震災からの復興を通し、世界各
国の人々から、愛と寛容と勇気をもらいました。私は海外留学など
一般学生にとって夢の時代であった1960年代に、フルブライト奨学
金を得て米国に留学し、グローバルな視点での社会貢献を尊ぶ精神
と、その根幹である米国のオープンな価値観に触れ、衝撃を受けま
した。その時の出会いや経験が、その後の私の人生観の形成に重要
な役割を果たし、第二電電（現KDDI）をはじめ、数々の企業の創業
に繋がりました。

■目的

千本財団は、大学就学を目指すアジア太平洋各国の成績優秀な学生生徒で、経済的理由に
より修学困難な者に対して、返済義務の無い奨学金を給付することで、出身国のリーダーとな
り国家の発展及び日本とアジア太平洋各国の相互理解の深化に貢献する人材を育成することを
目的としています。

■事業内容

・アジア太平洋各国の学生生徒に対する奨学金の給付
・奨学金を受ける学生生徒の指導及び育成
・奨学金を受けた者同士の交流の支援
・その他この法人の目的を達成するために必要な事業

８．財団の概要

６



Spring 2026 Recruitment

▼Application Period▼
October 6, 2025 (Mon) – December 8, 2025 (Mon)

Applications must be submitted directly by the student.

Scholarship Application 
Guideline

No Repayment Required

【Scholarship Amount】120,000 JPY per month
【Duration】1.5 years or 2 years
・For students enrolling in October 2025: April 2026 – September 2028
・For students enrolling in April 2026: April 2026 – March 2028
【Eligibility (Academic Year)】
・Master’s students enrolling in October 2025 (1st year)
・Those expected to enroll in a Master’s program in April 2026
【Number of Recipients】5
【Eligible Nationalities】
Laos, Cambodia, Myanmar, Indonesia, Vietnam, Philippines, Thailand, 
Malaysia, United States
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１． Overview of the Program

The Semmoto Foundation, a public interest incorporated foundation, was established with the mission of 
providing financial assistance to outstanding young individuals from Asia-Pacific countries who face 
economic hardship, enabling them to pursue study and research at universities in Japan. Through this 
support, the Foundation aims to foster future leaders in each country and to contribute to the deepening 
of mutual understanding between Japan and the Asia-Pacific region.
To achieve these objectives, the Foundation provides non-repayable scholarships to privately funded 
international students from the Asia-Pacific region. In particular, we seek individuals who possess an 
entrepreneurial spirit and a strong commitment to social contribution, and who aspire to become a 
bridge between their home country and Japan in the future.

２． Eligibility Requirements

(1) Nationality and Visa Status
Applicants must currently reside in Japan with the “Student” residence status for academic study and 
must hold one of the following nationalities:

Laos, Cambodia, Myanmar, Indonesia, Vietnam, Philippines, Thailand, Malaysia, United States

(2) Enrollment Status
At the time of application, applicants must meet one of the following conditions:
Enrolled in a Master’s program at one of the designated universities in October 2025; or
Expected to enroll in a Master’s program at one of the designated universities from April 2026.

Designated Universities (Graduate Schools):
Osaka University, Ochanomizu University, Kyushu University, Kyoto University, Keio University, Kobe 
University, Akita International University, International Christian University, Sophia University, University of 
Tsukuba, University of Tokyo, Tokyo Institute of Science, Tokyo University of the Arts, Tokyo University of 
Science, Tohoku University, Nagoya University, Nara Women’s University, Hitotsubashi University, Hokkaido 
University, Yokohama National University, Yokohama City University, Waseda University

(3) Academic Performance and Health
Applicants must have an excellent academic record, demonstrate interest in cross-cultural understanding 
and communication skills, show a sincere commitment toward their goals, and be mentally and physically 
capable of pursuing studies abroad.

(4) Financial Need
Applicants must have difficulty covering the full cost of study abroad for financial reasons.

(5) Age
Applicants must have been born on or after April 1, 1997 (i.e., under 29 years of age as of March 31, 2026).
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4. Scholarship Details

(1) Amount
120,000 JPY per month (non-repayable)

(2) Duration
For students enrolling in October 2025: April 2026 – September 2027 (1.5 years)
For students enrolling in April 2026: April 2026 – March 2028 (2 years)

(3) Method of Payment
In principle, the monthly scholarship amount will be transferred to the student’s designated bank account 
on the 10th of each month.
If the 10th falls on a Saturday, Sunday, or public holiday, payment will be made on the preceding business 
day.

(4) Obligations of Scholarship Recipients
Participation in foundation events (approximately once or twice per year)
Submission of scholarship reports (once every two months)
Cooperation with publicity activities (publication of name, university, photograph, and scholarship reports 
in foundation materials)
Submission of academic transcripts and related documents (once every six months)
Submission of required notifications to the Foundation in the following cases:

Notification of Status Change: Leave of absence, repeating a year, suspension, transfer, withdrawal, 
scholarship withdrawal, change of address or name, changes concerning household head/guardian 
or emergency contact (death, relocation, name change, etc.), or loss of “Student” residence status.
Notification of Part-time Employment: Beginning, changing, or suspending a part-time job.
Notification of Overseas Travel: Temporary departure from Japan.
Notification of Other Important Matters: Any other significant changes in circumstances.

Compliance with Japanese law and the regulations of the enrolled university.

3. Number of Scholarships Available

Up to 5 recipients
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5. From Application to Scholarship Award

To apply for the scholarship, applicants must complete both of the following procedures:
Submission of application documents by post
Submission of the required essay online
Applications will not be accepted if only one of the above is completed. Please ensure that both the 
postal submission and the online submission are completed.

❶ Application Period: October 6, 2025 (Mon) – December 8, 2025 (Mon)

❷  First Screening (Application Documents Review)

Please make sure to complete both the postal submission 
and the online submission 

❸ Notification of First Screening Results

❹  Second Screening (Interview at the Foundation Headquarters)

❺ Notification of Second Screening Results

❻  Start of Scholarship: April 2026

The submitted application documents will be reviewed, and in principle, no more than nine 
applicants will be selected as successful candidates in the first screening.
The results of the selection will be directly notified to each applicant by Friday, December 26, 2025.
For those who pass the first screening, information regarding the schedule and venue of the second 
screening (interview) will be provided together with the notification of results.

A group interview will be conducted on Sunday, January 25, 2026, from 14:00 to 17:00.
The interview will be held in either Japanese or English, depending on the language used in the 
application documents.
Applicants residing more than 100 km one way from the Foundation Headquarters (Shibuya Hikarie 
32F, 2-21-1 Shibuya, Shibuya-ku, Tokyo) will be reimbursed for round-trip transportation expenses.
Further details will be provided only to those who pass the first screening and are eligible.

The results of the second screening will be directly notified to each applicant by Friday, February 13, 
2026.
Successful applicants must confirm their acceptance of the scholarship and complete the 
registration of their contact information by Friday, February 27, 2026.

Postal Submission of 
Application 
Documents

Online Essay 
Submission



Please access the online submission form via the link provided on the Foundation’s website 
(https://semmoto.or.jp/en-scholarship-system) and submit the required essay.
【Submission Period】
From 9:00 a.m. on Monday, October 6, 2025
to 4:00 p.m. on Monday, December 8, 2025
【Inquiries】
Semmoto Foundation
Contact: Eriko Akagi
Tel: +81-3-6820-4673

４

6. Application Guidelines

❶  Submit Application Documents by Post

❷  Submit the Required Essay Online

【Note】 Please be sure to complete both the postal submission and 
the online submission.

Required Documents Applicants expected to enroll in a 
Master’s program from the following 

April

First-year Master’s student

① Application Form (Form A) Download 
and print. Attach a photo (4.0 cm × 3.0 
cm). Handwritten signature required.

〇 〇

②Certificate of Enrollment 〇（through a university or Japanese 
language school.）

〇

③Academic Transcript
Issued within one month; must be sealed 
by the issuing institution.

〇（through a university or Japanese 
language school.）

〇

④Photocopy of Residence Card (front and 
back)

〇 〇

⑤Photocopy of the Certificate of 
Admission issued by one of the 22 
designated graduate schools

△
If admission has been granted, submission 

is required.

×

⑥Recommendation Letter from 
Supervising Professor (Form B)

〇（through a university or Japanese 
language school.）

〇

Please prepare and enclose the required documents as specified in the table below, and send them by post 
directly from the applicant to the address indicated below.
The application form for scholarship applicants can be downloaded from:
https://semmoto.or.jp/scholarship-system
Please note that applications must be posted directly by the applicant and not through a university or 
Japanese language school.

【Mailing Address】
Semmoto Foundation – Scholarship Applications Office
Shibuya Hikarie 32F, 2-21-1 Shibuya, Shibuya-ku, Tokyo 150-8510, Japan
【Application Deadline】
Applications must be postmarked no later than Monday, December 8, 2025.

https://semmoto.or.jp/en-scholarship-system
https://semmoto.or.jp/en-scholarship-system
https://semmoto.or.jp/en-scholarship-system
https://semmoto.or.jp/en-scholarship-system
https://semmoto.or.jp/en-scholarship-system
https://semmoto.or.jp/scholarship-system
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7. Handling of Personal Information

In conducting the scholarship selection process, the Foundation complies with the Act on the Protection of 
Personal Information and related guidelines issued by the Personal Information Protection Commission, 
and has established the “Semmoto Foundation Rules on the Handling of Personal Information” to ensure 
the proper management of personal data.

(1) Purpose of Use of Personal Information
The personal information obtained by the Foundation will be used only within the following purposes:
Recruitment and selection of scholarship students
Disbursement of scholarships
Operation of the alumni association
Other activities necessary to achieve the objectives of the Foundation

(2) Use of Personal Information
If the Foundation provides personal information obtained to a third party beyond the stated purposes of 
use, the Foundation will first announce or notify the new purpose of use and obtain the individual’s 
consent. However, personal information may be provided without the individual’s consent in the following 
cases:
When required by law or regulation
When necessary to protect the vital interests (life, health, property, etc.) of the individual or the public
When personal information is aggregated into statistical data that does not identify individuals, and such 
statistical data is provided to third parties

(3) Disposal of Retained Personal Information
Application documents of applicants who are not selected for the scholarship will be promptly disposed of. 
Application documents will not be returned.

(4) Contact for Inquiries Regarding the Handling of Personal Information
For inquiries regarding the handling of personal information, please contact:
Semmoto Foundation Secretariat
Shibuya Hikarie 32F, 2-21-1 Shibuya, Shibuya-ku, Tokyo 150-8510, Japan
Tel: +81-3-6820-4673



■Purpose of the Foundation

① This foundation aims to foster individuals who will become leaders in their home 
countries and contribute to national development as well as the deepening of mutual 
understanding between Japan and the Asia-Pacific region. To this end, it provides non-
repayable scholarships to outstanding students from Asia-Pacific countries who aspire to 
pursue university education but face financial hardship.
② This foundation also aims to encourage entrepreneurial activities in the following 
fields and to recognize individuals or organizations with particularly outstanding plans.
(1) AI and Semiconductor Fields
(2) Green and Social Fields

■Activities of the Foundation

(1) Provision of scholarships to students from Asia-Pacific countries.
(2) Guidance and development of students who receive scholarships.
(3) Support for exchanges among scholarship recipients.
(4) Recognition of individuals or organizations engaged in entrepreneurial activities in the fields of AI and 
semiconductors, as well as in green and social fields.
(5) Other activities necessary to achieve the purposes of the Foundation.

８． Overview of the Foundation

６



■ Message from the Founder

The Frances & Sachio Semmoto Foundation aims to 
provide financial assistance to talented students of 
demonstrated financial need from Asia Pacific 
nations, who seek to pursue postsecondary 
education in Japan. We aim to provide the means 
by which such students may grow to become the 
future leaders of their nations, thereby fostering 
mutual understanding and friendship between 
Japan and our Asia Pacific neighbors.

During the 1960’s when overseas higher education remained out of 
reach for the vast majority of Japanese students, I was fortunate enough 
to study abroad in the United States as a part of the Fulbright Scholar 
Program. Through this experience, I encountered a globally minded ethos 
of social consciousness that was deeply rooted in liberal American values. 
The formative experiences during this time strongly informed my own 
values and philosophy and contributed significantly to my decision to 
found DDI Corporation (Currently KDDI Corporation and one of the leading 
Japanese telecom companies), as well as several other companies.

I strongly believe that Japan, a nation that has benefitted enormously 
from the world’s goodwill during its postwar reconstruction, and more 
recently, following the 2011 Tohoku Earthquake and Tsunami, holds a 
responsibility to give back to the global community. It is with this purpose 
that we have founded the Frances & Sachio Semmoto Foundation to 
provide students from Asia Pacific nations, who otherwise would not have 
the means to fulfill their educational goals, access to postsecondary 
education in Japan.

It is my hope and desire, that these students will have such formative 
experiences as I did during my studies as a Fulbright scholar, and that they 
will grow to become global leaders with strong ties to, and a deep 
understanding of Japan.

７
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